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※セッションの内容などは変更になる場合がございます。あらかじめご了承いただけますようお願いいたします。

IBMクラウド・コンピューティングの価値と
最新お客様事例
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新次元の情報活用で競争優位を築く
～分析・最適化により新たなビジネス・チャンスと変革を～

日本アイ・ビー・エム株式会社
グローバル・ビジネス・サービス事業
ビジネス・アナリティクス＆オプティマイゼーション
パートナー
赤阪 正治

事例から考えるビジネス革新、スマート化する世界に向けて

ご来場いただいた皆さまとのご歓談の場をご用意させていただきます。 ごゆっくりお過ごしください。

クラウドおよび情報活用に関するソリューション展示

セッション・プログラム

クラウドによる業務変革 分析・最適化による新次元の情報活用

懇親会

展　示

パネル・ディスカッション

クラウドによるIT資源の
ダイナミックな最適化
～業務変革の視点によるクラウドの効果と実績～
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リーマンショック以降長引く経済低迷の中、企業では一層のコスト削減が
求められています。また、情報爆発によるITインフラの維持管理費用の増大、
ガバナンスの徹底によるセキュリティー確保という課題が、現在のクラウド
流行の背景にあります。当講演では、IBMの考えるクラウドのお客様に
とっての価値、グローバルの動向とソリューション、および国内のお客様
事例についてご紹介します。また、クラウドを始めるにあたっての適用領域、
考慮事項についても言及いたします。

地球上にある無駄や非効率を解決し、より豊かな世界の実現を目指した新しいITの使い方として、弊社が Smarter Planet のビジョンを提唱して一年が
経ちます。その間、多くのお客様がスマート化の実践を開始されました。また、企業には、より一層のコスト削減と変化への俊敏な対応、社内外の膨大な
情報の活用が求められており、IBMはクラウド・コンピューティングおよびデータ分析・最適化によるお客様のスマート化をご支援いたします。当講演では、多くの
事例を交え、その道筋についてご紹介します。

本フォーラムで取り上げます多くのスマート化へ向けた取り組み事例から得られる知見を、実際に着手されているお客様にもご参加いただき、あらためて整理します。
ビジネス革新の実現に向け、スマート化実現の重要な要素である「クラウド・コンピューティング」および「多様で膨大な情報に対するデータ分析と最適化
技術」の２つの切り口からどう取り組むべきなのかをディスカッションを通じて考察いたします。

企業が管理・分析しなければならないデータは多様化・肥大化・複雑化
する一方、膨大なデータの中から迅速に信頼できる情報を取得し活用する
ことが競争力の要になっています。IBMの新サービスBusiness Analytics 
and Optimization（BAO）はビジネスコンサルティングと数理解析や最適化、
テキスト・画像データ解析等を専門とするIBMリサーチ、そしてIBMの持つ
ソフトウェア、ハードウェアの先進技術を駆使することにより現状を分析
するだけでなく、予測をもおこなう新次元の情報活用です。当講演では、
お客様に新たなビジネスチャンスと変革をもたらすBAOを具体的な事例を
通してご紹介します。
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データ分析と最適化技術に基づく、
スマートな輸送の実現
～日本郵船におけるCO2削減と、
　成長を両立させる技術革新へのチャレンジ～

A2 B2

14:30ー

15:15
三菱東京UFJ銀行様では、大量のクライアントPCの更改時期に合わせて、
PCの単純な入れ替えではなく、更改コストの削減、セキュリティーの一層の
強化、多様なワークスタイルを支えるスマートな業務環境の実現を目指して、
クライアント環境仮想化によるデスクトップ・クラウドへの移行を決定され
ました。当ご講演では、クラウド環境への移行検討にあたり、経営の視点、
ガバナンス強化の視点から考慮すべきポイントは何か、導入部門へ配慮
すべきポイントは何かにつき、実際のプロジェクトに携わられたご経験から、
クラウド環境への円滑な移行の成功要因をご講演いただきます。

COP15により海運業界へのCO2排出量削減要求が一層厳しくなると予想
される中、大手海運企業では、環境負荷低減への対応と、年間数千億円に
上る燃料費の削減のため、従来のビジネス・モデルを戦略的に変革する
ことが求められています。当ご講演では、船の性能及び環境情報の収集・
分析によるオペレーターへのレポーティング、オンボード分析による船長
へのリアルタイム・ガイダンスをはじめ、データ収集・分析・最適化技術を
駆使することで環境負荷のハード・ソフト要因を定量的に把握・共有し、
改善につなげる運航支援システムを、「スマートな海上輸送」実現の
ための取組みとして、その将来構想とともにご紹介します。

ガートナー ジャパン株式会社
リサーチ ITインフラストラクチャ
バイス プレジデント兼最上級アナリスト
亦賀 忠明 氏

モデレーター
スマート化に着手されている
企業の皆さまにご参加いただきます。
詳細はWebでご確認ください。

パネリスト

毎年、業務執行責任者の皆さまのために開催しております「IBM FORUM マネジメント・セッション」は、
本年はSmarter Planet事例に特化し、「IBM SMARTER PLANET FORUM 2010 SPRING」として開催いたします。i

2010年2月17日（水） 13：00～18：30（受付開始12：15）日　時

会　場 ザ・プリンス パークタワー東京 コンベンションホール／／ボールルーム

Smarter Planet
～スマート化への着眼点とその道筋～

IBM SMARTER PLANET FORUM 
2010 SPRING
事例から考えるビジネス革新、スマート化する世界


